
〇 副市長を会長とする「福岡市温暖化対策推進会議」の下に、
「福岡市熱中症対策部会」を設置し、熱中症対策を推進

〇 熱中症対策を総合的に推進し、市民の健康被害の防止
を目的として、熱中症対策方針を策定

〇 熱中症対策推進計画を毎年作成し、全庁を挙げて
各種施策を実施

【現状】 【課題】
① 気象状況により、救急搬送者数が急増
令和２年は８月の月平均気温は30.2℃と過去10年で最高となり、
８月の救急搬送者数が全体の約７割を占めた

② 高齢者の救急搬送割合が高い
令和２年度の高齢者の救急搬送割合は約54％
（昨年度比+13pt）

【事業名】 アプリによる市民への注意喚起と行動の促し

アプリによるタイムリーで分かりやすい注意喚起を行い、熱中症予防行動を促進することで、
更なる救急搬送者数の減少を目指す

【事業目的】

【事業概要】
①アプリを活用して暑さ指数予測情報を
高齢者にも「見やすく」、「分かりやすく」
届ける。

②暑さ指数予測情報の提供だけでなく、
「給水スポット位置情報の案内」等の
情報発信を通じて、市民の予防行動を
促す。

暑さ指数予測情報を分かりやすく提供

給水スポット位置情報の案内等の情報発信

高齢者にも分かりやすく気象状況に応じた注意喚起の実施
熱中症予防行動の更なる促進
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